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１章 １節　等差数列と等比数列

4 数列 １　数列と一般項
ある規則に従って並んでいる数列の規則性を推測する。また，数列の基本的な用語 授業時の様子

の意味や，一般項の概念を理解する。 課題レポート

２　等差数列 等差数列について，一般項が初項と公差を用いて表せることを理解し， 授業時の様子

３　等差数列の和 等差数列の一般項を求める。また，等差数列の和を求める。 課題レポート

5 ４　等比数列 等比数列について，一般項が初項と公比を用いて表せることを理解し， 授業時の様子

５　等比数列の和
等比数列の一般項を求める。また，等比数列の和を求める。 課題レポート

1学期中間考査 定期考査

２節　いろいろな数列

６　和の記号Σ
Σの記号の意味を理解し，数列の和を表現して和を求める。 授業時の様子

6 ７　階差数列
累乗の和をΣを用いて表現する。階差数列の意味を理解し，階差数列の一般項を求める。 授業時の様子

８　いろいろな数列の和
第ｎ項までの和から一般項を求める。各項が数列の和で与えられている数列や， 授業時の様子

7
各項が分数で表れている数列の和を求める。また，群数列について理解する。 課題レポート

１学期期末考査

9 ３節　漸化式と数学的帰納法 授業時の様子

９　漸化式
漸化式の意味を理解し，漸化式で定義される数列の一般項を求める。 課題レポート

１０　数学的帰納法
数学的帰納法の考え方を理解し，自然数ｎに対して成り立つ等式や不等式を証明する。課題レポート

２章 １節　確率分布

10 統計的な推測 １　確率変数と確率分布 確率変数，確率分布の意味を理解する。また，確率分布を求めることができるようにする。 授業時の様子

２　確率変数の期待値と分散 確率変数の平均と分散の意味を理解する。また，確率変数Xの平均と分散から 授業時の様子

確率変数aX+bの平均と分散を求めることができるようにする。 課題レポート

２学期中間考査 定期考査

１　学習の到達目標

数列又は統計について理解させ、基本的な知識の習得と技能の習熟を図り、事象を数学的に考察し表現する能力を伸ばすととも
に、それらを活用する態度を育てる。

２　学習の計画及び評価方法

月 単元名 学習項目 学習内容や学習活動
評価の
材料等

学 級 第 2 学年 1～8 組
教 科 書 　数研出版「NEXT数学B」

副 教 材 　数研出版「CONNECT数学Ⅱ+B+C」

令和8年度　シラバス

教 科 数　学 科 目 数学B 単 位 数 　単位



11 ３　確率変数の和と積 確率変数の和の平均，および独立な確率変換の積の平均や和の分散を求める 課題レポート

ことができるようにする。 授業時の様子

４　二項分布 二項分布の意味を理解する。また，二項分布の確率や平均，分散を求めることが 授業時の様子

できるようにする。 課題レポート

５　正規分布 連続分布，および連続分布の１つである正規分布について理解し，正規分布に 課題レポート

従う確率変数の確率を求めることができるようにする。また，二項分布を正規分布で 授業時の様子

近似することのよさを認識する。

12 ２学期期末考査 定期考査

1 前節までの復習 前節までを復習する。 課題レポート

２節　統計的な推測

６　母集団と標本 母集団の平均，分散，標準偏差を求めることができるようにする。 授業時の様子

７　標本平均の分布
母集団の平均と分散および標本の大きさから，標本平均の平均と分散，標準偏差を 授業時の様子

2
求めることができるようにする。また標本平均の分布と正規分布の関係を理解する。 課題レポート

８　推定
母平均および母比率の推定の考えを理解する。また，信頼区間の概念を理解し，

課題レポート

正規分布表を用いて信頼区間を求めることができるようにする。
授業時の様子

９　仮説検定
仮説検定の考え方を理解し，仮説検定の考え方を利用して不確実な事象に関する

課題レポート

主張の妥当性について考察することができる。
授業時の様子

定期考査

３　評価の観点

４　評価方法　

５　担当者からのメッセージ

評価の
材料等

評価方法 　知識・技能、思考・判断・表現、主体的に学習に取り組む態度の3観点の評価から総合的に評価する。

学年末考査

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に

取り組む態度

月 単元名 学習項目 学習内容や学習活動

授業を受けるに当たって
守って欲しい事項

・授業を大切に。
　学習の基本はなんといっても授業です。授業には常に真剣な気持ちで取り組んでください。これは
数学に限らずどんな授業でも共通です。自分の興味や受験科目に当てはまらないからと言ってやらな
くていい理由にはなりません。自分の進路選択にきちんと責任を持って取り組んでください。

観点の趣旨

　数学における基本的な概念、原理・
法則などを体系的に理解し、知識を
身につけている。事象を数学的に表
現・処理する仕方や推論の方法など
の技能を身につけている。

　事象を数学的に考察し表現したり、
思考の過程を振り返り多面的・発展的
に考えたりすることなどを通して、数学
的な見方や考え方を身につけてい
る。

　数学の論理や体系に関心をもつとと
もに、数学のよさを認識し、それらを事
象の考察に積極的に活用して数学的
論拠に基づいて判断しようとする。

評価の材料

授業時の様子
課題レポート
定期考査

授業時の様子
課題レポート
定期考査

授業時の様子
小テスト・課題レポート

・予習復習を大切に。
　数学Ｂは週２時間しかありません。できるだけ説明や演習に時間を確保するためにも、事前事後の学
習をしっかりと行ってください。特に復習しないと積み重ねの部分が不足し、理解が遅れたまま置いて
いかれることになります。まずは復習を確実に。予習は教科書を眺めておくだけでも違いが明白です。
・わからないことをそのまま放置しない。
　必ず１度目は模範解答などを見ずに自力で問題を解く癖をつけてください。理解できなかった部分
については必ず理解できるまで諦めずに取り組みましょう。

確かな学力を身につける
ためのアドバイス


